
土岐市民大学講座 
受講生を募集 

　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で 

は
、
豊
富
な
経
験
と
専
門
知
識
を 

お
持
ち
の
名
古
屋
大
学
の
教
授
陣

を
お
迎
え
し
て
、
第
十
七
回
目
の

市
民
大
学
講
座
（
全
五
回
）
を
開

催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
◆
時
間
　
午
後
七
時
〜
八
時
四

十
分 

　
◆
会
場
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
・ 

三
階
大
会
議
室 

　
◆
受
講
料
　
無
料 

　
◆
定
員
　
百
人
程
度 

　
◆
申
し
込
み
　
十
月
十
七
日 

（
金
）
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課
へ 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
◆
そ
の
他
　
五
回
す
べ
て
出
席 

の
方
に
は
、
最
終
日
に
「
修
了
証
」 

を
交
付
し
ま
す
。 ◇ 

　
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内 

線
２
７
２
）
へ
ど
う
ぞ
。 
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回 テーマ・開催日 講　　師 学 習 内 容  

激動の時代を生きる 
～再び地方の時代を～ 

身近な環境問題 

サーカディアンリズム形成と 
前頭連合の活性化の問題 

東海地方の 
　　 地震について 

デフレの克服と 
日本経済の再生について 

名誉教授 
  堀内　守 先生 

経済学研究科付属 
国際経済動態研究 
センター　教授 
  田丸征克 先生 

名誉教授 
  糸魚川淳二先生 

教育発達科学研究 
科　助教授 
  牧野　篤 先生 

環境学研究科付属 
地震火山・防災研 
究センター 
助教授 
  木股文昭 先生 

地方の時代といわれて久
しいが、その後の日本・
世界の変化を見つめ、新
しいビジョンを描く。 

デフレの現状を分析し、
日本経済再生のシナリオ
を考える。 

一般ごみから、核のご
み・ケナフ・水問題まで
広げ、身近な環境を考え
る。 

 
教育発達科学の立場から
の講演。 

最近発生した地震に関連
させて、東海地方の地震
について学ぶ。 

11月 7日（金） 

11月11日（火） 

11月18日（火） 

11月21日（金） 

11月28日（金） 

土岐市民大学講座 
受講生を募集 

土岐市民大学講座 
受講生を募集 

土岐市民大学講座 
受講生を募集 

　◆試験区分、採用予定人員、勤務場所および職務内容　清掃職員＝
２人程度（ごみ収集作業員として環境センターに勤務または、し尿
収集作業員として衛生センターに勤務） 
　◆受験資格　昭和39年４月２日以降に生まれた方で、普通運転免
許所持の方 
※地方公務員法第16条の各号（成年被後見人など）のいずれかに該
当する方は受験できません。 
　◆試験　11月７日（金）午前９時から、文化プラザで教養試験、
面接試験を実施します。　 
　◆給料　おおむね採用時年齢22歳で171,500円、30歳で191,600円、
39歳で207,600円（※これらの数字は現行の額であり、国などの改正
に準じ改正されます。） 
　◆手続き　受験申込書（秘書広報課職員係で交付）に必要事項を
記入の上、10月１日～27日（平日のみ）に、秘書広報課職員係へ提
出してください。 

◇ 
　詳しくは、同課職員係（内線207）へどうぞ。 

平成15年度功労者表彰 
該当調査にご協力を 
平成15年度功労者表彰 
該当調査にご協力を 
平成15年度功労者表彰 
該当調査にご協力を 
平成15年度功労者表彰 
該当調査にご協力を 

11月5日（水） 11月5日（水） 

　市では、来年２月に社会福祉、保健衛
生、教育文化、消防、経済などの分野で
功労のあった方を表彰します。 
　次の事項について、表彰にふさわしい
方をご存じの方は、　　　　　　　まで
に、秘書広報課秘書係へご連絡ください。 
①市内の同一事業所に30年以上勤務し、
勤務状況が良好な方（工業・商業組合な
どに加入している事業所へ勤務している
方は組合で調査しますので除きます。） 
②美事善行のあった方（長年にわたって
各種ボランティア活動を続けている方や 
公的施設の清掃奉仕を続けている方など） 

◇ 
　詳しくは、秘書広報課秘書係（内線
203～205）へどうぞ。 


